
議     会�

だより�
によどがわ�

高知県仁淀川町議会�

�0889（35）0111／�（35）0571／発行人：議長　橋本眞一／編集：議会だより特別委員会／印刷：�佐川印刷所�

2007.8

第8号

台
風
四
号
の
「
つ
め
跡
」
（
町
道
寺
村
峯
岩
戸
線
）

十
八
年
七
月
二
十
七
日
の
豪
雨
災
害
か
ら
三
回
目
の
崩
壊

峯
岩
戸
住
民
は
長
期
間
不
便
を
強
い
ら
れ
て
い
る

茶畑の荒廃が進んでいるが…4Ｐ
地上デジタル放送への対応は…8Ｐ

判決に口出しはできないが…11Ｐ
春の叙勲おめでとう…12Ｐ
ここが聞きたいQ&A…14Ｐ

スクールバス事故

六
月
定
例
会

いきいきわくわく体験事業（7月19日～21日・名小）「柏島」



一 般 質 問

あ
な
た
に
代
わ
っ
て
聞
き
ま
し
た

平成１９年６月定例会は、１２日に招集され、会期を１３日までの２日間

とし、１２日、諸般の報告（議長、町長、教育長）、常任委員長報告、議案

の上程、提案理由の説明、一般質問。１３日、一般質問、議案の審議、討

論・採決を行い報告６件、議案４件を原案どおり可決。国保運営協議会委員

の推薦、県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙を行い、意見書３件、決

議１件を可決、閉会した。

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り平成19年8月10日発行 第8号　（2）

文
化
庁
登
録
有
形
文
化
財

に
両
橋
が
登
録
さ
れ
て
い

る
。
久
喜
橋
は
瀬
が
き
つ
い

問

福
原
克
彦

答

教
育
長

答 町長部局と相談して

久喜橋・川口橋に
説明板の設置を

の
で
ア
ー
チ
形
式
を
採
用

し
、
川
口
橋
は
橋
脚
に
綿
密

な
レ
ン
ガ
積
み
化
粧
の
貴
重

な
文
化
財
で
、
両
橋
と
も
町

の
誇
る
べ
き
宝
だ
が
、
文
化

財
の
扱
い
を
受
け
て
い
な
い

感
じ
だ
。
保
存
・
継
承
の
た

め
に
説
明
板
設
置
の
考
え
は

な
い
か
。

い
ず
れ
も
特
徴
的
な
建
造

物
で
貴
重
な
存
在
で
あ
り
、

地
域
の
財
産
と
し
て
保
護

し
、
次
の
世
代
に
継
承
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
見
学
す

る
時
の
説
明
板
設
置
は
大
切

で
、
教
育
利
用
や
観
光
資
源

と
し
て
も
貴
重
な
の
で
、
町

長
部
局
と
相
談
し
、
看
板
の

設
置
を
考
え
た
い
。

16年文化庁有形文化財に登録された久喜橋



調
査
し
て
も
ら
え
ば
、
奇
跡

的
な
価
値
が
は
っ
き
り
と
す

る
と
思
う
が
、
調
査
の
依
頼

は
で
き
な
い
か
。

保
全
な
ど
の
見
地
も
含

め
、
町
長
部
局
と
も
相
談
し

検
討
し
た
い
。

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り 平成19年8月10日発行（3） 第8号

考
え
な
け
れ
ば
と
思
う
。

両
橋
と
も
現
役
の
橋
だ

が
、
そ
の
ま
ま
様
子
を
み
る

の
か
、
早
急
に
手
当
を
す
る

の
か
。

専
門
的
見
地
か
ら
指
導
や

提
案
を
受
け
検
討
し
た
い
。

昨
年
11
月
高
知
新
聞
「
声

の
ひ
ろ
ば
」
に
登
録
有
形
文

化
財
四
橋
の
投
書
が
あ
っ

た
。
3
月
4
日
付
は
久
喜
橋

の
み
で
、
奇
跡
的
に
残
さ
れ

た
高
知
県
の
誇
る
文
化
遺
産

で
あ
っ
た
。
久
喜
橋
か
ら
川

口
橋
、
高
岩
橋
の
ル
ー
ト
で

人
を
呼
べ
る
の
で
は
。

ま
た
連
携
し
た
保
全
、
活

用
を
図
る
こ
と
は
町
の
活
性

化
に
資
す
る
と
思
う
が
。

実
際
投
書
の
評
価
に
は
驚

い
て
い
る
。
こ
の
評
価
は
土

木
工
学
的
見
地
で
、
観
光
地

の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
も
集
客
力
に

欠
け
る
恐
れ
も
あ
る
。
い
の

町
と
の
連
携
も
視
野
に
入

れ
、
建
造
物
の
保
全
及
び
他

の
地
域
資
源
と
の
複
合
的
な

売
り
出
し
を
検
討
し
た
い
。

説
明
板
の
あ
る
四
万
十
町

の
橋
に
行
っ
て
の
実
感
だ

が
、
登
録
有
形
文
化
財
で
あ

る
こ
と
を
、
町
全
体
に
波
及

さ
す
こ
と
も
大
事
と
思
う

が
。

指
定
文
化
財
な
ど
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
も
利
用
し
、
広
く

町
民
・
町
外
の
方
に
も
知
っ

て
も
ら
う
活
動
を
、
機
会
あ

る
ご
と
に
し
て
い
き
た
い
。

国
内
で
は
、
唯
一
無
二
の

沈
下
橋
と
思
わ
れ
る
久
喜
橋

を
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
の

権
威
の
高
知
工
科
大
学
長
に

両
橋
と
も
昭
和
十
年
に
建

設
。
72
年
を
経
過
し
て
劣
化

が
進
行
し
、
耐
荷
性
能
の
減

少
を
来
た
し
た
と
推
察
さ

れ
、
安
全
性
か
ら
早
急
な
補

修
を
要
す
る
。

昨
年
九
月
議
会
質
問
の
古

い
主
要
橋
梁
の
損
傷
調
査
状

況
と
関
連
す
る
が
、
調
査
状

況
と
保
全
計
画
を
聞
く
。

国
、
県
の
助
成
制
度
は
な

い
の
が
現
状
で
、
目
視
調
査

は
実
施
し
た
が
、
緊
急
性
、

利
用
度
の
高
い
も
の
か
ら
調

査
を
行
い
、
安
全
性
を
確
保

し
て
い
く
。
町
の
財
政
事
情

を
考
慮
す
る
と
、
有
利
な
制

度
を
活
用
し
計
画
的
に
取
り

組
む
中
で
、
両
橋
の
保
全
も

答

副
町
長

問

福
　
原

答

教
育
長

問

福
　
原

問

福
　
原

答

教
育
長

問

福
　
原

問

福
　
原

答

副
町
長

答

町
　
長

レンガ積みが施された川口橋（17年文化財登録）

両
橋
の
保
全
を
急
ぎ

集
客
を
図
れ
！

有
利
な
補
助
制
度
を
利
用
し
て

答
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地
球
温
暖
化
か
、
雨
量
も

少
な
く
水
温
が
上
が
り
、
町

内
河
川
で
昨
年
ま
で
な
か
っ

た
場
所
に
も
藻
が
広
が
り
澱よ

ど

み
、
清
流
の
面
影
も
な
い
。

特
に
長
屋
堰
堤

え
ん
て
い

の
下
流
の

淵
は
全
て
藻
に
覆
わ
れ
て
い

る
。
土
居
地
区
の
水
道
取
水

場
も
藻
が
広
が
っ
て
い
る
が

衛
生
面
の
問
題
は
な
い
か
。

今
後
、
主
な
河
川
の
専
門

的
調
査
、
検
査
が
必
要
と
思

水
質
検
査
で
は
問
題
な
い

町
内
河
川
の

汚
染
が
進
ん
で
い
る
が

答

う
が
対
策
は
。

家
庭
排
水
、
林
地
荒
廃
で

河
川
の
汚
染
が
進
ん
で
い

る
。
土
居
川
の
水
質
検
査
で

は
、
各
種
の
基
準
を
ク
リ
ア

し
て
お
り
問
題
な
い
。
他
の

河
川
は
検
査
は
し
て
な
い

が
、
土
居
川
と
同
じ
状
況
と

思
う
。

川
藻
の
専
門
知
識
は
な
い

が
、
水
泳
す
る
子
供
た
ち
へ

の
衛
生
上
の
問
題
は
な
い
と

思
う
。

専
門
的
調
査
、
検
査
は
管

轄
官
庁
が
行
う
も
の
と
考
え

る
。
水
質
汚
濁
防
止
法
に
基

づ
き
、
大
崎
橋
、
大
渡
ダ
ム

で
実
施
し
た
検
査
で
は
基
準

値
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。

取
水
場
で
藻
の
発
生
は
あ

る
が
、
毎
月
検
査
も
し
て
お

り
衛
生
上
の
問
題
は
な
い
。

町
内
に
多
く
あ
る
茶
畑
も

年
々
荒
廃
が
広
が
っ
て
い

る
。
培
っ
て
き
た
茶
畑
も
人

の
手
が
入
ら
な
け
れ
ば
伸
び

放
題
と
な
る
。
こ
の
荒
廃
を

止
め
る
た
め
、
茶
畑
の
状
況

を
調
査
し
、
オ
ー
ナ
ー
制
度

を
取
り
入
れ
る
。

Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
の

人
な
ど
に
作
っ
て
も
ら
い
、

谷
川
の
自
然
水
と
組
み
合
わ

せ
ブ
ラ
ン
ド
化
し
販
売
、
販

路
を
広
げ
て
い
く
企
画
を
担

当
職
員
を
置
き
進
め
る
支
援

を
し
て
は
ど
う
か
。

本
町
の
茶
産
業
は
、
価
格

の
低
迷
、
販
売
力
が
弱
く
、

生
産
者
の
高
齢
化
な
ど
で
茶

畑
の
荒
廃
が
急
激
に
進
行
す

る
恐
れ
が
あ
る
。

町
と
し
て
、
生
産
、
販
売

面
の
側
面
的
支
援
が
必
要
と

考
え
、
品
質
の
転
換
や
他
の

産
物
と
併
せ
た
地
域
ブ
ラ
ン

ド
化
の
研
究
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
県
の
支
援
に
よ
る

ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
取
り
組
み

も
行
っ
て
い
る
。

今
後
、
対
策
、
企
画
は
県

や
関
係
機
関
と
連
携
し
深
め

る
。
関
係
部
署
で
積
極
的
な

取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
。

茶
畑
の
荒
廃
が
進
ん
で
い
る
が

関
係
機
関
と
連
携
し
て

答

問

片
岡
政
徳

答

町
　
長

答
池
川
総
合
支
所
長

問

片
　
岡

答

町
民
課
長

藻が広がり、昔の面影は無い（土居川・長屋）
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最
近
、
荒
れ
た
山
林
、
野

放
し
の
田
、
畑
が
増
え
た
が

確
認
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

今
後
、
増
え
続
け
人
も
住
め

な
い
状
態
に
な
っ
て
い
く
と

思
う
が
、
手
だ
て
は
あ
る
か
。

高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策

と
し
て
、
少
量
多
品
目
の
生

産
体
制
を
確
立
推
進
す
る
こ

と
が
、
荒
廃
農
地
の
防
止
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
山
林
に

関
し
て
も
各
種
事
業
を
導
入

し
、
基
盤
の
整
備
、
間
伐
の

施
業
を
し
て
い
る
。

「
森
の
工
場
」
を
設
置
し
、

関
係
機
関
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
、
山
元
か
ら
加
工
販
売
ま

で
の
流
通
体
制
を
確
立
し
、

環
境
保
全
、
雇
用
の
場
の
拡

大
と
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ

る
。

一
つ
の
案
だ
が
、
必
要
に

応
じ
て
仕
事
を
し
て
く
れ
る

人
を
関
係
機
関
に
配
置
し
て

は
ど
う
か
。

今
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
労
力
の
提
供
を

し
て
も
ら
い
極
力
対
応
し
て

い
る
。

石
川
県
の
地
震
や
、
全
国

の
地
震
発
生
状
況
を
ふ
ま

え
、
住
民
避
難
訓
練
を
年
一
、

二
回
は
実
施
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
と
し
て
、
消
防
団
や
、

地
域
住
民
と
連
携
し
て
災
害

問

野
村
安
夫

答

町
　
長

問

野
　
村

答

町
　
長

少
量
多
品
目
の

生
産
体
制
を
確
立
し
て

野
放
し
の
畑
が
増
え
た
が

答

年1～2回避難訓練を
全町に自主防災組織を配置答

に
対
応
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
昨

年
よ
り
旧
町
村
単
位
で
消
防

団
、
行
政
及
び
地
域
住
民
の

参
加
の
も
と
、
防
災
訓
練
を

行
っ
て
い
る
。
本
年
も
九
月

三
地
区
で
行
う
予
定
だ
。

ま
た
自
主
防
災
組
織
を
平

成
二
十
二
年
三
月
を
め
ど

に
、
全
町
に
設
置
す
る
予
定

で
、
現
在
、
区
長
、
消
防
団

の
協
力
の
も
と
に
、
取
り
組

ん
で
い
る
。

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

高
齢
者
及
び
身
体
障
害
者
は

非
常
に
混
乱
し
避
難
が
ス
ム

ー
ズ
に
進
ま
な
い
と
思
う

が
。自

主
防
災
組
織
を
立
ち
上

げ
て
順
次
整
備
し
て
い
く
。

問

野
　
村

答

町
　
長

問

野
　
村

答

町
　
長

仁淀川町消防団　池川地区大会（一ノ谷）



ご
み
収
集
の
業
者
決
定
ま

で
の
方
法
と
経
過
に
つ
い
て

聞
く
。

三
月
二
十
八
日
、
五
業
者

で
入
札
を
行
っ
た
。

入
札
価
格
は
税
抜
で
、
大

谷
組
1938
万
円
、
品
原
建
設
1649

万
円
、
森
林
組
合
1537
万
円
、

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り平成19年8月10日発行 第8号　（6）

答 自治法上問題はない

ごみの委託

最低の保障は必要

今
年
の
お
茶
の
状
況
は
。

あ
ま
り
良
い
情
報
は
入
っ
て

問

西
森
常
晴

問

西
森
（
常
）

吉
永
土
建
1450
万
円
で
、
大
一

林
組
が
最
低
価
格
1190
万
円
で

落
札
し
た
。

予
定
価
格
2284
万
円
に
対
し

約
半
値
で
の
落
札
だ
が
、
最

低
制
限
価
格
を
設
け
る
べ
き

で
は
な
か
っ
た
か
。

自
治
法
上
、
最
低
制
限
価

格
設
定
は
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
な
い
。

委
託
料
は
無
制
限
に
安
け

れ
ば
良
い
と
い
う
も
の
で
は

な
い
。

最
低
限
の
保
障
は
考
え
て

や
る
べ
き
だ
。

ごみステーション（森）

お茶の状況は
かんばしくない答

答

町
民
課
長

答

町
民
課
長

問

西
森
（
常
）

問

西
森
（
常
）

こ
な
い
が
、
原
因
は
ど
こ
に

あ
る
か
。

生
産
量
、
販
売
金
額
共
に

前
年
を
下
回
っ
て
い
る
。

主
な
原
因
は
、
昨
年
度
よ

り
、
産
地
表
示
が
必
要
と
な

り
、
他
県
の
お
茶
が
混
ざ
る

と
、
高
級
茶
と
し
て
の
販
売

が
難
し
く
な
り
、
静
岡
市
場

が
高
値
で
の
買
取
を
控
え
た

こ
と
に
よ
る
。

今
後
は
、
消
費
者
に
直
結

し
た
販
売
ル
ー
ト
の
開
拓
が

必
要
と
考
え
る
。

対
策
は
と
っ
て
い
る
か
。

再
三
、
Ｊ
Ａ
の
役
員
に
、

金
を
集
め
る
だ
け
で
な
く
、

営
農
面
へ
力
を
入
れ
る
よ
う

要
請
し
て
き
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
町
独
自
の

販
売
ル
ー
ト
づ
く
り
が
必
要

と
考
え
る
。

答

産
業
建
設
課
長

問

西
森
（
常
）

答

町
　
長
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が
、
無
農
薬
、
有
機
栽
培
を

消
費
者
の
方
は
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

六
月
十
日
に
有
機
栽
培
の

勉
強
会
が
池
川
地
区
で
あ
り

私
も
参
加
し
て
み
ま
し
た
。

畑
に
ソ
ル
ゴ
ー
の
種
を
蒔

き
二
カ
月
後
に
刈
り
取
り
土

の
中
に
混
ぜ
込
む
そ
う
で

す
。
無
農
薬
、
有
機
栽
培
で

土
に
触
れ
、
汗
を
か
き
、
ス

ト
レ
ス
解
消
、
成
人
病
予
防

に
も
な
る
と
聞
き
ま
す
。
ま

ず
は
頑
張
っ
て
み
ま
す
。

昨
年
の
秋
よ
り
休
耕
畑
を

借
用
、
家
庭
菜
園
を
始
め
て

み
ま
し
た
。

野
菜
作
り
は
先
ず
土
を
つ

く
ら
ね
ば
と
先
輩
方
の
お
話

し
を
聞
き
、
雑
草
の
刈
り
取

り
、
石
こ
ろ
拾
い
、
堆
肥
な

ど
ま
き
耕
し
て
み
た
が
作
業

の
厳
し
い
事
、
大
根
、
白
菜
、

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
植
え
付
け
ま

し
た
が
、
虫
と
の
戦
い
も
た

い
へ
ん
で
し
た
。

今
春
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ナ

ス
、
ピ
ー
マ
ン
な
ど
植
え
付

け
収
穫
を
楽
し
ん
で
い
ま
す

が
、
自
分
で
育
て
た
野
菜
の

ま
た
美
味
し
い
事
。
今
食
の

安
全
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す

議
長
一
口
メ
モ
！

答

教
育
長

マ
ー
ジ
ン
は
取
れ
る
か

取
れ
な
い

答

力
を
入
れ
て
い
る
か

入
れ
て
い
る

答

読書教育

読み聞かせ（池川小）

レ
ン
タ
ル
ハ
ウ
ス
事
業
で

事
業
費
か
ら
Ｊ
Ａ
が
マ
ー
ジ

ン
を
取
る
こ
と
は
法
的
に
可

能
か
。

補
助
事
業
で
マ
ー
ジ
ン
を

取
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

Ｊ
Ａ
に
問
い
合
わ
せ
を
し

た
が
取
っ
て
な
い
と
い
う
返

事
だ
。

町
内
の
図
書
の
状
況
は
。

小
学
校
五
校
分
の
蔵
書
冊

数
は
31530
冊
で
学
校
平
均
6300

冊
。

中
学
校
三
校
分
で
22333
冊
、

学
校
平
均
7400
冊
と
な
っ
て
い

る
。貸

し
出
し
数
は
、
小
学
生

で
月
に
一
人
平
均
6.3
冊
。
中

学
生
2.2
冊
と
な
っ
て
い
る
。

最
近
の
「
高
知
新
聞
」
に

佐
川
町
出
身
の
直
木
賞
作
家

坂
東
真
砂
子
氏
が
、
滋
賀
県

に
比
し
て
高
知
県
の
読
書
教

育
へ
の
取
り
組
み
の
貧
困
を

嘆
い
て
い
た
。

子
供
た
ち
が
本
に
興
味
を

も
ち
、
読
書
量
を
増
や
す
こ

と
は
重
要
と
考
え
る
が
。

子
ど
も
の
時
期
の
読
書
習

糧
は
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え

る
。読

書
は
、
心
の
土
壌
を
耕

し
、
生
き
る
こ
と
の
意
味
を

深
く
考
え
る
機
会
を
作
る
。

時
間
や
空
間
を
越
え
、
本

と
共
に
育
っ
た
子
供
た
ち

は
、
自
分
自
身
を
、
他
人
を

大
切
に
し
、
社
会
に
対
し
て

も
自
身
と
責
任
を
持
っ
て
生

き
て
い
く
と
考
え
る
。
今
後

と
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

問

西
森
（
常
）

問

西
森
（
常
）

問

西
森
（
常
）

答

産
業
建
設
課
長

答

教
育
長




